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３月14日

３月15日

３月18日

３月23日

３月26日

３月29日

日

３月11日

３月12日

午後２時46分頃、東北
地方を中心とする東日
本の広い範囲でM9.0
の強い地震。

午前３時59分頃、長
野県北部を震源とす
る震度６強の強い地
震が発生。「東北地方太平洋沖地震」「長野県北

部の地震」にかかる上田市災
害支援本部を設置。

　　午後10時31分頃、静岡県東部
を中心に同県富士宮市で震度６強を
観測する地震。
福島第一原発第４号機で火災発生
（16日も発生）。

　福島第一原発第３号
機で水素爆発発生。

福島県いわき市で震度５強を記録する地震が
相次いだ。東日本大震災の余震とみられる。

福島第一原発の事故・トラブルに
ついて、国際評価尺度（INES）をレ
ベル５に引き上げた。

３月26日・27日、宮城県蔵王町・塩竈市
へ、義援金と、ゴム手袋、軍手、乾電池、
紙オムツ、食料などの救援物資を届けた。

母袋市長と南波議長が、長野県栄
村に伺い、島田村長に義援金を手
渡し、お見舞いと復興に向けた激
励をした。

千年に一度といわれる災害。
東日本大震災、長野県北部の地震は各地に甚大な被害をもたらした。
市が、市民が様々な形で、被災地への復興支援活動に取り組んでいる。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

長
野
県
北
部
の
地
震
発
生

「東北地方太平洋沖地震」「長野県北部の
地震」にかかる対策会議を開催。
福島第一原子力発電所第１号機で水素爆
発発生。
福島第一原発の事故・トラブルにつ
いて、国際評価尺度（INES）をレベ
ル４と暫定評価。
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３月30日

４月１日

４月３日

４月５日

４月９日

４月11日

４月12日

４月15日

４月25日

３月18日～27日、日本水道協会か
らの要請に基づき、宮城県塩竈市に
て延10名の職員が給水活動を実施。
宮城県白石市と蔵王町へ、義援金と、
非常食、紙おむつ、粉ミルク、哺乳
ビン、消毒用アルコール、ブルーシー
トなどの救援物資を届けた。

福島第一原発の事故・トラブルについて、国際評価尺度（INES）をレベル７に引き上げた。

３月29日～４月４日、日本下水道協会からの要請に基づき、宮城
県塩竈市に職員１名を派遣し、下水道管の被災調査を実施。

東北地方太平洋沖地震による災害、およびこれに伴う
原子力発電所による災害について、「東日本大震災」と
呼称することとする、と菅総理が発表。

消防庁の引き上げ命令により、緊
急消防援助隊が現地を引き上げ、
応援活動を終了した。

４月５日～８日、長野県からの要請を受
け、保健師２名と支援職員２名を岩手県
陸前高田市に派遣。

　４月９日～13日、日本水道協会からの要請に
　基づき、宮城県登米市に職員４名を派遣し、給
水活動を実施した。

　岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉県へ
被災者支援のための義援金を送金。

４月12日～18日、長野県栄村からの要請を受け、住宅被害認定
調査の支援のため、職員３名を派遣し、応援活動を実施。

４月16日・17日、市民有志と上
田市、社協が協働し、岩手県大
槌町で浸水家屋の土砂の除去な
どの災害救援ボランティア活動
を実施。

　長野県からの要請を受け、保健師２名と支援職員２名を
４月25日から29日までの予定で、岩手県陸前高田市に派遣。

被災者へのお見舞いと生活再建支援
のため、義援金を送金しました。
岩手県・宮城県・福島県・
長野県栄村へ、各1,000万円
茨城県・千葉県へ、各500万円
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○
避
難
者
の
受
け
入
れ

　

被
災
地
か
ら
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
市
営
住
宅
や
公
共
施
設
等
で
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
入
相
談
は
、
住
宅
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
空
き
住
宅
を
提
供
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
住
宅
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
避
難
者
の
生
活
相
談
な
ど

　

福
祉
課
で
は
、
被
災
地
よ
り
避
難
さ
れ
て
き

た
世
帯
の
状
況
に
十
分
配
慮
し
、
生
活
保
護
制

度
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
制
度
の
活
用
な

ど
の
生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
者
の
状
況
に
応
じ
て
、
関
係
各

課
で
も
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
放
射
線
に
よ
る
影
響

　

①
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

放
射
線
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
環

境
保
全
研
究
所
に
お
い
て
、
常
時「
空
間

放
射
線
量
」の
測
定
と
、
３
月
18
日
か
ら

「
上
水（
蛇
口
水
）」と「
降
下
物（
大
気
中
か

ら
降
下
し
て
く
る
塵ち
り

な
ど
）」の
放
射
能
濃

度
測
定
を
実
施
し
て
お
り
、
健
康
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

詳
細
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
る
ほ
か
、
相
談
電
話（
TEL

０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
１
８
）に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

②
上
田
市
の
水
道
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
３
月
24
日
に
上
田
市
の
浄
水
場（
全

５
地
点
）の
水
道
水
を
採
取
し
、
財
団
法

人
食
品
環
境
検
査
協
会
に
て
検
査
し
た
結

果
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

③
農
作
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
３
月
24

日
に
上
田
市
の
ほ
場
で
採
取
し
た
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
を
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
が
検

査
し
た
結
果
、
食
品
衛
生
法
の
暫
定
規
制

値
を
超
え
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
お
よ
び
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
詳
細
は
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

・
食
品
の
安
全
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・
生
活
衛
生
課

　

TEL
25
・
７
１
５
２

・
農
作
物
や
家
畜
の
生
産
管
理
技
術
に
関
す
る

　

相
談
窓
口

　

上
小
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

TEL
25
・
７
１
５
７

災害に伴う地域経済の影響と対策
　東日本大震災、長野県北部の地震による、全国的なサプ
ライチェーン（調達・供給網）の混乱や個人消費減退の影響
を上田市内の事業所も受けています。
　このため、上田市（商工課）は、商工会議所、商工会、金
融機関、信用保証協会などで構成する地域経済連絡会議を
３月29日に開催し、市内の事業所が受けている具体的な
影響について情報を共有し、対策を協議しました。

関係機関から報告された具体的影響
・観光業では、旅館・ホテルの宿泊キャンセルが相次いで
います（３月29日現在の数字）。
　別所温泉（約6,000人）、鹿教湯温泉（約4,300人）、菅平高
原（約３万5,000人）

・一部の製造業では部品や原材料不足に伴い、生産を停
止・縮小し、従業員の一時帰休を行わざるを得ない状況
となっています。

・建設業では資材の不足や値上がりが問題となっています。
・卸・小売業では商品によって仕入れが困難になってお
り、個人消費の減退による影響も懸念されます。

今後の対策
　市内中小企業の業績や雇用情勢の悪化が懸念されるた
め、経営および雇用の維持・安定を図るための資金繰り支
援を、次のとおり関係機関が連携して行っていくことを確
認しました。また、関係機関から市に対し、市融資制度の
拡充について要望が出されました。
○信用保証協会
・今年３月末までの景気対応緊急保証の終了に伴い、セー
フティネット５号認定の対象業種が全業種（1,118業種）
から740業種に縮小される予定でしたが、震災に伴う緊
急的対応として、23年度上半期は全業種を対象としま
す。

○金融機関
・資金繰り相談について、新たな借り入れを起こすべき
か、既往債務の返済負担の軽減（元金返済猶予等の条件
変更）をすべきか、事業者にとってより良い方法を個別
に対応していきます。

○商工会議所、商工会
・特別相談窓口を開設し、資金繰りに関する市や金融機関
との連絡調整など、きめ細かい対応を図ります。

○上田市（商工課）
・会社訪問や関係機関との連携によるアンケート調査によ
り、引き続き状況把握を行います。

・金融機関の債務の条件変更については、市として柔軟な
対応を要請していきます。

・市融資制度については、「経営支援資金等の借り換え要
件の緩和期間の１年延長」と「主要資金の利率引き下げ」
を行います。また、「経営支援資金の利子補給」の実施に
ついて検討します。

○東京電力㈱による「仮払補償金」

　東京電力㈱では、福島第一原子力発電所の事故に伴
う避難者に対して、当面の必要な資金を「仮払補償金」
としてお支払いすることとなりました。
　対象は「避難」・「屋内退避」が指示された地域の方々
です（１世帯あたり100万円、単身世帯75万円）。
　専用の相談窓口「東京電力㈱福島原子力補償相談室
（TEL0120・926・404）」が４月28日に開設されましたので、
詳細はお問い合わせください。

特集　復興支援の絆

避
難
者
の
対
応
と
放
射
線
の
影
響
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東日本大震災における
「災害ボランティアバスパック」を募集
　上田市社会福祉協議会上田ボランティア地域活動センターでは、ボランティアの皆
さんの力をお借りし、東日本大震災における支援活動、「災害ボランティアバスパック」
を実施します。市では、市民協働活動として、バスによる移動、および宿泊場所の確
保などの支援を行います。大勢のボランティアのご参加をお待ちしています。
●募集人数など
　１行程につき20人以上30人まで。移動日を含め４日以上のボランティアが可能な方。
●活動予定日
　①４月28日㈭～５月１日㈰　　②５月６日㈮～９日㈪
　③５月13日㈮～16日㈪（申込締切５月２日㈪）　
　④５月20日㈮～23日㈪（申込締切５月10日㈫）
　⑤５月27日㈮～30日㈪（申込締切５月17日㈫）
　（①②は申込受付を終了しました）
●活動内容
　被災家屋の土砂のかき出しや家屋の清掃、瓦

が

礫
れき

の撤去などが主な活動になりますが、
現地スタッフの指示により、内容が変わります。

●活動予定地
　現在、宮城県内の８市町（亘理町、岩沼市、名取市、多賀城町、塩竈市、東松島市、石巻市、
気仙沼市）、並びに岩手県内を予定。現地のニーズにより、活動先が決定します。

●申し込み・ボランティア保険の加入
　「災害救援ボランティア」の登録と「ボランティア活動保険（天災タイプ）」への加入を、
上田・丸子・真田・武石ボランティア地域活動センターで行ってください。

●ボランティア心得
　災害救援に限らず、ボランティア活動は自己完結が基本となります。なお、宿泊料
は自己負担とし、必要準備品などについては、最寄りの同センターまでお問い合わせください。詳細は、上田市社会福祉協
議会ホームページ、または上田市ホームページをご覧ください。
　上田市社会福祉協議会、ボランティア地域活動センター
　　上田／ TEL25・2629　TEL27・2025　　丸子／ TEL43・2566　　真田／ TEL72・2998　　武石／ TEL85・2466

メール配信で災害支援に
必要な情報をお届けします
　上田市では、市内の災害支援を行う団体からの物資の
要望や現地の状況などの災害支援情報を、市民にメール
でお知らせします。
　市民に協力をお願いしたい災害支援情報のメール配信
を希望する団体は、ご登録ください。登録方法は、上田
市ホームページをご覧ください。登録後、物資の要望や
現地の状況などの情報を受け付けます。
　メール配信に登録した市民の皆さんに、災害支援情報
をメール配信します。また、ホームページに掲載します。
メール配信の登録は、下記のバーコードから登録できま
す。詳しくは、広報うえだ３月16日号、または上田市ホー
ムページをご覧ください。
　災害支援情報により、物資の提供
などにご協力いただける方は、直接
支援団体にご連絡ください。
　 危機管理室　TEL21・0123
　　 秘書課　　　TEL23・5149

義援金を受け付けています
　「東北地方太平洋沖地震」と「長野県北部の地震」の被災地への義
援金を受け付けています。被災した方への支援にご協力をお願い
します。
●日時
　土日・祝日を除く当面の間、午前８時30分～午後５時15分
●募金箱設置場所
・市役所本庁舎・南庁舎・北庁舎、教育委員会やぐら下庁舎、ひ
とまちげんき・健康プラザうえだ、丸子・真田・武石・豊殿・
塩田・川西地域自治センター
・社会福祉協議会（上田・丸子・真田・武石地区センター、上田
市高齢者福祉センター、丸子・真田老人福祉センター）
●送金先　寄せられた義援金は、東北地方太平洋沖地震の被災地
には日本赤十字社を通して、また、長野県北部の地震の被災地
には、栄村震災義援金受付口座へ送金します。
●その他　義援金は、所得税などの寄付金控除の対象となります。
領収書が必要な方は、福祉課、および各地域自治センター窓口
までお申し出ください。
　 福祉課　TEL22・4100（内線1605・1990）



　

上
田
商
工
会
議
所
は
建
設
業
部
会
を
中
心

に
、こ
れ
ま
で
３
回
被
災
支
援
活
動
を
実
施
。

第
１
隊
と
し
て
３
月
19
日
・
20
日
に
参
加
し

た
、
同
部
会
長
・
宮
下
勝
久
さ
ん
と
、
上
田

商
工
会
議
所
産
業
振
興
課
の
小
林
和
男
さ

ん
、
総
務
課
の
山
崎
博
昭
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

緊
急
召
集
で
避
難
所
へ
の

炊
き
出
し
支
援
を
即
決

　

同
部
会
は
、災
害
発
生
直
後
の
３
月
14
日
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
災
害
支
援
を
実
施
し
た

部
会
員
か
ら
の
支
援
活
動
の
提
案
を
受
け
、

急
き
ょ
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
気
持
ち

で
集
ま
っ
た
。
部
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

考
え
た
結
果
、
温
か
い
物
を
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
思
い
で
一
致
。
被
災
地
と

や
っ
と
つ
な
が
っ
た
電
話
で

即
決
し
た
」と
宮
下
部
会
長

は
言
い
ま
す
。

被
災
地
に
到
着

惨
状
に
言
葉
を
失
っ
た

　

様
々
な
応
援
を
受
け
、
部

会
員
を
中
心
と
し
た
有
志
25

名
は
、
３
月
19
日
早
朝
、
ト

ラ
ッ
ク
10
台
と
連
絡
車
両
１

台
で
上
田
を
出
発
し
、
宮
城

県
仙
台
市
宮
城
野
区
の
避
難
所
の
一
つ
で
あ

る
仙
台
市
立
中
野
栄
小
学
校
に
到
着
し
ま
し

た
。

　
「
被
災
地
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

言
葉
を
失
っ
た
」と
宮
下
さ
ん
。「
仙
台
市
は
、

海
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
ひ
ど
い
状
況
に
な
っ

て
い
っ
た
」と
山
崎
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

エ
ー
ル
を
届
け
る
つ
も
り
が

逆
に
元
気
づ
け
ら
れ
る

　

炊
き
出
し
支
援
は
、
19
日
夜
に
中
野
栄
小

学
校
で
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
約
２
０
０
０

食
、
ま
た
、
翌
20
日
昼
に
は
岩
沼
市
民
会
館

で
約
１
７
０
０
食
を
被
災
し
た
方
々
に
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。

　

上
田
市
特
産
の
上
田
み
ど
り
大
根
入
り
の

具
沢
山
の
豚
汁
を
受
け
取
っ
た
被
災
者
に
、

「
こ
の
緑
色

の
鍋
は
何
と

い
う
の
で
す

か
？
と
聞
か

れ
た（
笑
）。

鍋
釜
の
大
き

さ
に
も
驚
い

て
い
た
」と

宮
下
さ
ん
。

　
「
感
謝
の

言
葉
を
多
数

い
た
だ
い

た
。
ま
た
、

被
災
者
か
ら

は
復
興
に
向

け
て
頑
張
る

と
力
強
い
言

葉
も
あ
り
、
凄
惨
な
状
況
と
深
い
悲
し
み
の

な
か
強
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

支
援
と
い
う
エ
ー
ル
を
届
け
る
つ
も
り
が
、

逆
に
元
気
づ
け
ら
れ
、
支
援
活
動
が
無
駄
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
」と
宮
下
さ

ん
は
少
し
涙
ぐ
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

つ
な
が
り
の
強
さ
を
実
感

緊
急
事
態
の
対
応
は
見
事

　

迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
、
炊
き
出
し

用
の
燃
料
、
給
油
の
た
め
の
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
、
仮
設
ト
イ
レ
、
発
電
機
な
ど
を
持
参
。

「
寒
さ
を
し
の
ぐ
断
熱
材
を
布
団
代
わ
り
に

持
っ
て
い
っ
た
」と
建
設
関
係
者
ら
し
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
。

　
「
建
設
業
部
会
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
実

感
し
た
。
緊
急
事
態
の
対
応
は
見
事
。
わ
ず

か
な
準
備
期
間
の
中
、
忘
れ
物
が
一
切
な

か
っ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
」と
山
崎
さ
ん
。

今
後
も
継
続
的
に

支
援
活
動
を
実
施

　
「
避
難
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
い
つ
ま
で
続
く

か
分
か
ら
な
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
な
い
空

間
で
過
ご
す
の
は
か
な
り
の
ス
ト
レ
ス
だ
と

思
う
。
温
か
い
鍋
の
次
は
、
熱
い
お
風
呂
か

な
」。
宮
下
さ
ん
は
今
後
の
支
援
活
動
に
つ

い
て
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
上
田
商
工
会
議
所
と
し
て
、今
後
も
様
々

な
角
度
か
ら
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た

い
」と
小
林
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
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上
田
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会

被
災
者
の
皆
さ
ん
に

温
か
い
食
料
を
届
け
た
い
。

部会長　宮
みや

下
した

勝
かつ

久
ひさ

さん

炊
き
出
し
支
援

特集　復興支援の絆



　

上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
３
月

11
日
の
地
震
発
生
を
受
け
、
３
月
17
日
に
緊

急
会
議
を
開
催
し
、「
報
道
を
見
る
に
つ
け
、

今
、
被
災
地
で
必
要
な
の
は
物
資
で
は
な
い

か
、
と
に
か
く
い
ち
早
く
届
け
た
い
」と
救

援
物
資
を
集
め
、３
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
、

被
災
地
に
直
接
届
け
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

支
援
活
動
隊
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
、

同
ク
ラ
ブ
幹
事
の
喜
多
友
一
さ
ん
と
、
同
ク

ラ
ブ
会
長
の
角
田
峰
雄
さ
ん
に
、
活
動
実
施

ま
で
の
経
過
や
実
際
に
被
災
地
で
の
活
動
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

東
北
３
県
か
ら
支
援
要
請
の

回
答
を
得
て
活
動
実
施
へ

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
日
本
全
国
に
単
位

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
地
域
の
実
情
や
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
得
る
こ
と
が
で
き
る
団

体
で
す
。
上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
現
在
36
名
の
会
員
で
少
年
野
球
大
会
の

開
催
、
献
眼
登
録
活
動
な
ど
、
地
域
貢
献
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
宮
城
県
・
福
島
県
・
岩
手

県
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
事
務
局
へ
支
援
の
必
要
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
、
宮
城
県
と
福
島
県
か

ら
支
援
要
請
の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
18
日
か
ら
会
員
ら
に
呼
び
か
け
、
4
日

間
で
多
く
の
救
援
物
資
が
集
ま
り
ま
し
た
。

上
田
市
に
届
け
ら
れ
た
救
援
物
資
と
と
も

に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
約
６
０
０
個
の
救
援

物
資
を
準
備
し
ま
し
た
。

奉
仕
の
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
た

メ
ン
バ
ー
か
ら
も
ら
っ
た
元
気

　

３
月
23
日
夜
、
上
田
を
出
発
し
、
歪
ん
だ

高
速
道
を
走
り
、
翌
24
日
朝
に
福
島
県
猪
苗

代
町
へ
到
着
。
福
島
県
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

へ
救
援
物
資
３
０
０
箱
を
受
け
渡
し
、夕
方
、

よ
う
や
く
上
田
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
24
日
夕
方
に
出
発
し
、
翌
朝
、

宮
城
県
塩
竈
市
に
到
着
。
い
ず
れ
も
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
家
庭
用
医
薬
品
、
灯
油

な
ど
を
大
量
に
運
ん
だ
物
資
搬
送
の
４
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
２
台
で
の
出
動
で
し
た
。

　
「
塩
竈
市
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
悲
惨
な

風
景
に
な
り
言
葉
を
失
っ
た
」と
喜
多
さ
ん
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
避
難

所
で
の
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
「
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、

震
災
で
家
族
を
亡
く
し
て
し

ま
っ
た
人
も
い
る
。
つ
ら
い
は

ず
な
の
に
、
と
に
か
く
元
気
に

活
動
し
て
い
た
。
元
気
に
し
て

い
な
い
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
」と
喜
多
さ
ん

は
い
い
ま
す
。

　

作
業
終
了
後
、
上
田
へ
発
つ

と
き
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
顔
を
見
て
握
手
さ

れ
、「
ま
た
、
必
ず
来
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
も
上
田
へ
必
ず

行
き
ま
す
」と
い
わ
れ
た
の
が

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
と
喜
多
さ

ん
。
今
回
の
行
動
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
感
じ
た
と
い
い

ま
す
。

全
国
の
情
報
網
を
生
か
し

継
続
的
支
援
を
実
施
し
た
い

　

支
援
活
動
を
終
え
、「
こ
れ
で
終
わ
ら
せ

て
は
い
け
な
い
。
次
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
た
」と
喜
多
さ
ん
。「
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
先
方
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
ニ
ー
ズ

と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え
、
上
田
城
南
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
。福
島
県
と
宮
城
県
に
は
、

ぜ
ひ
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
角
田
さ

ん
は
、
継
続
的
な
支
援
活
動
の
必
要
性
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

日
常
生
活
に

必
要
な
物
資
を
届
け
た
い
。

会長　角
つの

田
だ

峰
みね

雄
お

さん

幹事　喜
き

多
た

友
とも

一
かず

さん

救
援
物
資
支
援

インタビュー「支援の絆　市民の思い」



　

東
信
医
療
生
活
協
同
組
合
の
第
一
次
支
援

隊
と
し
て
、
３
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
、
宮

城
県
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
、
同
組
合
看
護

部
長
の
大
池
啓
子
さ
ん
、
組
合
員
活
動
部
部

長
の
清
水
竹
子
さ
ん
、
看
護
師
の
古ふ
る

市い
ち

雅ま
さ

登と

さ
ん
の
３
人
の
う
ち
、
大
池
さ
ん
と
清
水
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

凄
惨
な
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
絶
句･･･

　

３
月
17
日
夕
方
、
宮
城
県
塩
竈
市
・
坂
総

合
病
院
に
到
着
。

　
「
仙
台
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
る

と
言
葉
が
出
な
い
ほ
ど
の
、
津
波
の
被
害
の

甚
大
さ
を
目
の
当
た
り
に
。
廃
虚
と
な
っ
た

光
景
に
、
被
災
地
の
凄
ま
じ
さ
、
痛
ま
し
さ

を
思
っ
た
」と
大
池
さ
ん
。

病
院
で
は
外
来
と
夜
勤
業
務
に

携
わ
っ
た

　
「
で
き
れ
ば
避
難
所
を
訪
問
し
た
か
っ
た

が
、
病
院
が
私
た
ち
を
必
要
と
し
て
く
れ
た

の
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
」と
清
水
さ
ん
。

　

翌
18
日
、
泉
病
院
の
支
援
に
入
る
た
め
、

他
県
か
ら
の
看
護
師
４
人
と
移
動
し
ま
し

た
。
同
病
院
で
は
、
地
震
当
日
は
90
人
の
入

院
患
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
に
、
休
み
の
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
て
対
応
し

た
そ
う
で
す
。
こ
の
日
、
清
水
さ
ん
は
外
来

患
者
、
大
池
さ
ん
と
古
市
さ
ん
は
夜
勤
の
サ

ポ
ー
ト
に
回
り
ま
し
た
。

　
「
泉
病
院
は
脳
神
経
外
科
が
専
門
の
病
院
。

血
圧
の
飲
み
薬
が
な
い
た
め
、
脳
梗
塞
の
兆

候
が
あ
る
患
者
さ
ん
も
い
た
」と
い
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
人
を
救
え
る
の
は

や
は
り「
人
」な
ん
だ

　
「
患
者
さ
ん
も
落
ち
着
か
な
い
状
態
で
、

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
も
頻
繁
に
鳴
る
。
で
も
、
自

身
が
被
災
者
で
も
あ
る
職
員
が
、
笑
顔
で
一

生
懸
命
対
応
し
て
い
る
姿
に
胸
が
熱
く
な
っ

た
。本
当
に
困
っ
て
い
る
人
を
救
え
る
の
は
、

や
は
り
人
な
ん
だ
と
。
こ
ち
ら
が
勇
気
を
も

ら
っ
た
。
震
災
後
約
１
か
月
が
経
過
す
る
な

か
、
日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
看
護
体
制

に
対
応
し
な
が
ら
、
仕
事
に
励
む
彼
女
た
ち

の
体
調
面
が
か
な
り
心
配
」と
大
池
さ
ん
。

　

最
終
日
、
泉
病
院
の
職
員
か
ら「
来
て
く

れ
た
だ
け
で
も
う
れ
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と

う
」の
言
葉
を
も
ら
い
、
と
て
も
温
か
い
気

持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
二
人
。「
で
き
る
こ

と
な
ら
、
も
う
少
し
支
援
活
動
し
た
い
気
持

ち
に
な
っ
た
」そ
う
で
す
。

家
族
か
ら
の
言
葉
が

支
援
活
動
の
力
に

　
「
娘
か
ら
は
、
お
母
さ
ん
は
看
護
師
な
ん

だ
か
ら
、
自
分
の
分
ま
で
頑
張
っ
て
き
て
」

と
励
ま
さ
れ
た
大
池
さ
ん
。
娘
さ
ん
が
看
護

学
生
の
清
水
さ
ん
は
、「
驚
い
た
け
ど
、
お

母
さ
ん
は
行
く
と
思
っ
た
」と
支
援
活
動
へ

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

同
組
合
で
は
、
４
月
17
日
か
ら
20
日
に
も

宮
城
県
松
島
海
岸
診
療
所
へ
３
人
を
派
遣
。

「
長
期
的
な
対
応
に
な
る
が
、
継
続
的
に
職

員
を
派
遣
し
て
い
き
た
い
」と
専
務
理
事
・

中
沢
祐
一
さ
ん
。
支
援
活
動
は
病
院
業
務
か

ら
避
難
所
や
地
域
で
の
被
災
者
ケ
ア
へ
と
業

務
の
幅
が
広
が
る
な
か
、
支
援
を
続
け
る
姿

勢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

長
野
県
北
部
の
地
震
は
栄
村
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

　

取
材
当
日
の
４
月
12
日
、
長
野
県
北
部
の

地
震
で
被
害
を
受
け
た
栄
村
へ
義
援
金
を
届

け
て
き
た
ば
か
り
の
中
沢
さ
ん
か
ら
は
、
栄

村
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
「
栄
村
は
ま
だ
復
旧
の
途
中
。
道
路
は
ひ

び
割
れ
、
倒
壊
し
て
い
る
家
も
あ
っ
た
。
今

朝
、
県
北
部
で
大
き
な
余
震
が
あ
り
心
配
は

つ
き
な
い
」と
中
沢
さ
ん
。
対
応
し
た
副
村

長
は
、「
ま
だ
雪
が
解
け
て
な
い
た
め
被
害

の
全
容
は
わ
か
ら
な
い
。
東
北
が
か
な
り
甚

大
な
被
害
な
の
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
栄

村
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
」と
話
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

東
信
医
療
生
協

医
療
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と

被
災
者
を
助
け
た
い
。

看護部長　大
おお

池
いけ

啓
けい

子
こ

さん（右）
組合員活動部部長　清

し

水
みず

竹
たけ

子
こ

さん（左）

専務理事　中
なか

沢
ざわ

祐
ゆう

一
いち

さん

坂総合病院救急外来

医
療
支
援

特集　復興支援の絆
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後期基本計画の中間答申がありました
　上田市では、市の将来像を「日本のまん中　人がまん中　生活快適都市」と
定め、その実現に向けて、計画期間を平成20～27年度までとした第一次上田
市総合計画を推進しています。この計画のうち、具体的な施策を定めた前期
基本計画が23年度で終了することから、上田市では24～27年度までを計画期
間とする「後期基本計画」を策定するため、昨年から総合計画審議会を設置し、
審議をしています。これまでの審議結果をまとめた中間答申が、３月23日に
行われましたのでその概要をお知らせします。

■
総
合
計
画
審
議
会
が
、
市
長
の
諮
問
を

受
け
、
後
期
基
本
計
画
の
審
議
に
着
手

◇
審
議
会
の
構
成

　

会
長
／
丸
山
正
明
さ
ん（
上
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
）、
委
員
／
公
募
委
員
と
市
政
に

か
か
わ
り
の
あ
る
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
委

員
・
有
識
者
な
ど
60
名

◇
会
議
の
開
催
状
況

・
平
成
22
年
10
月
12
日
に
第
１
回
全
体
会
開

催
、
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
市
長
か
ら
諮

問
、
六
つ
の
部
会
を
組
織（
行
財
政
、
市
民

生
活
・
環
境
、
産
業
経
済
、
都
市
交
通
、
教

育
文
化
、
福
祉
健
康
）

・
11
月
〜
平
成
23
年
１
月
に
部
会
に
分
か
れ
て

内
容
を
審
議（
３
回
）

・
３
月
23
日
、
第
２
回
全
体
会
を
経
て
、
市
長

に
中
間
答
申

■
地
域
別
懇
談
会
で
、
市
民
の
声
を
反
映

　

昨
年
10
・
11
月
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
計
画
づ
く
り
に
反
映
し
、
市
政
へ
の「
市
民

の
参
加
と
協
働
」を
図
る
た
め
に
、
市
内
９
地

域
に
設
置
し
て
い
る
地
域
協
議
会
と
共
催
で
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た（
参
加
者
３
４
８
人
）。

参
加
者
か
ら
の
主
な
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
主
な
意
見

・
地
域
内
分
権
を
ぜ
ひ
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長
の
権
限
、
予
算

執
行
の
枠
の
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
。

・
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
関
し
て
市
民
が
出

し
た
意
見
を
お
互
い
に
知
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

・
事
業
仕
分
け
を
し
て
民
間
に
委
託
す
る
べ
き

事
業
が
か
な
り
あ
る
。

・
市
の
財
政
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
産
業
振
興

に
力
点
を
置
い
た
計
画
の
策
定
を
望
む
。

・
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
て
観
光
客
に
売

れ
ば
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
。

・
観
光
客
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
。
若
い
世
代
が
上
田
に
行
き
や
す
い
ツ

ア
ー
が
計
画
さ
れ
れ
ば
良
い
。

・
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
今
後
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。
市
民
全
体
を
巻
き
込

ん
で
進
め
て
欲
し
い
。

・
防
災
対
策
で
支
援
が
必
要
な
人
の
登
録
を
し

て
い
る
が
、
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

・
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
教
育
支
援

事
業
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
上
田
市
全
域

で
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

・
心
の
病
を
持
つ
人
が
増
加
し
て
い
る
。
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り（
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
施
設
整
備
）を
望
む
。

　
（
出
さ
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
）

策
定
の
経
過

日本のまん中　人がまん中　
生活快適都市の実現に向けて

平成23年度

●総合計画の構成と計画期間

総
合
計
画 上田市の将来像および基本理念を定め、その実現に

向けた施策の方向性を示すもの

地域の特色や個性を生かしながら、市民と行政が
連携して住みよい地域づくりを進めるための方向
を示すもの

３か年の計画として
毎年度見直しを行う

平成20年度 平成27年度

基本構想

前期基本計画 後期基本計画

地域まちづくり方針

実施
計画

将来像を実現するために、前期と後期に区分して施策、
重点的な取組などを示すもの
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■
中
間
答
申
に
お
け
る
主
な
内
容

　（
新
た
な
施
策
）

　

前
期
基
本
計
画
策
定
以
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
、
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し

な
が
ら
、
必
要
な
箇か

所し
ょ

に
つ
い
て
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
新
た
な
施
策
を
追
加
し
ま
し
た
。

第
１
編　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

・
地
域
内
分
権
の
推
進（
地
域
予
算
の
拡
充
、
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
長
の
権
限
の
見
直
し
な
ど
）

・
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進（
自
治

基
本
条
例
を
通
じ
た
住
民
自
治
の
充
実
、
わ

が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
な
ど
）

・
行
財
政
改
革
の
継
続
的
な
取
組（
合
併
に
よ

る
優
遇
措
置
期
間
経
過
後
を
見
据
え
た
行
財

政
基
盤
の
構
築
、
公
共
施
設
全
般
の
在
り
方

の
検
討
な
ど
）

・
魅
力
あ
る
上
田
地
域
広
域
圏
の
形
成（
上
田

地
域
定
住
自
立
圏
の
取
組
）

第
２
編　

産
業
・
経
済

・
農
業
の
産
地
化
の
推
進（
６
次
産
業
化
や
農

商
工
連
携
の
推
進
な
ど
）

・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
上
田
地

域
の
産
業
振
興（
企
業
誘
致
に
加
え
、
既
存

企
業
の
市
内
留
置
の
取
組
、
中
小
企
業
支
援

の
強
化
な
ど
、
自
治
体
の
枠
を
越
え
た
広
域

連
携
に
よ
る
企
業
間
連
携
の
促
進
な
ど
）

・
低
迷
す
る
地
域
の
雇
用
に
対
応
す
る
た
め
の

取
組（
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

た
求
職
者
な
ど
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
、

人
材
育
成
に
向
け
た
就
学
中
か
ら
の
職
業
意

識
の
高
揚
の
た
め
の
取
組
な
ど
）

第
３
編　

自
然
・
文
化

・
自
然
と
の
共
生
の
た
め
の
森
林
の
保
護（
松

く
い
虫
対
策
）

・
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

（
文
化
活
動
の
新
た
な
拠
点
と
し
て「
交
流
・

文
化
施
設
」を
整
備
す
る
と
と
も
に
地
域
文

化
の
新
た
な
創
造
や
発
信
を
行
う
運
営
管
理

体
制
の
整
備
、「
交
流
・
文
化
施
設
」を
拠
点

と
し
た
文
化
活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
な
取

組
な
ど
）

第
４
編　

生
活
環
境

・
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
組

（
市
民
協
働
に
よ
る
レ
ジ
袋
削
減
、
生
ご
み

の
分
別
回
収
の
体
制
づ
く
り
な
ど
）

・
環
境
負
荷
の
少
な
い
施
設
の
再
構
築（
浄
水

場
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
研
究
、
農
業

集
落
排
水
処
理
場
か
ら
の
汚
泥
減
量
化
の
研

究
な
ど
）

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
体
制
の
整
備

（
市
街
地
を
流
下
す
る
河
川
、
排
水
路
の
豪

雨
対
策
の
整
備
計
画
の
策
定
と
事
業
の
推

進
、災
害
に
対
す
る
情
報
伝
達
手
段
の
充
実
、

消
防
団
活
動
に
対
す
る
市
民
理
解
と
団
員
の

確
保
な
ど
）

・
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
の
推
進（「
乗
っ

て
残
す
」、「
乗
っ
て
活い

か
す
」を
基
本
と
し

た
市
民
参
画
に
よ
る
公
共
交
通
の
利
用
促
進

な
ど

第
５
編　

健
康
・
福
祉

・
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
拠
点
と
し
た
各

種
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進（
妊
婦
検
診
や

教
室
・
相
談
事
業
の
充
実
、
育
児
不
安
軽
減

の
啓
発
、
食
を
通
し
た
子
ど
も
達
の
健
全
育

成
な
ど
）

・
地
域
の
医
療
体
制
確
保
、
周
産
期
医
療
体
制

の
整
備
の
た
め
の
取
組（
上
小
医
療
圏
地
域

医
療
再
生
計
画
の
推
進
、
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
産
科
医
療
機
関
の
役

割
分
担
と
連
携
強
化
な
ど
）

・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実（
子
ど
も
医
療
費

給
付
、
保
育
料
）

・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
形
成（
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、

認
知
症
に
対
す
る
啓
発
と
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
な
ど
）

第
６
編　

教
育

・
児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確
保（
学
校

施
設
の
耐
震
化
の
推
進
）

・
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
幅
広
い
教
育

の
推
進（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
情
報
か
ら

子
ど
も
達
を
守
る
た
め
の
取
組
な
ど
）

・
核
家
族
化
な
ど
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
の

環
境
の
整
備（
社
会
教
育
施
設
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
な
ど
）

・
地
域
が
教
育
を
支
え
る
た
め
の
取
組（
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
や
学
校
を
支
援
す
る
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
）
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■
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
は
、
総
合
計
画
の
一

部
と
し
て
、
市
内
の
九
つ
の
地
域
の
特
色
や
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
市
民
と
行
政
が
連
携
し
て

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
方
向

性
を
示
す
も
の
で
す
。

　

市
民
が
自
主
的
に
進
め
る
各
種
の
地
域
活
動

や
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も

の
も
含
ま
れ
た
地
域
と
行
政
の
共
通
目
標
で

す
。

●
方
針
の
見
直
し

　

平
成
27
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま

す
が
、
基
本
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
見
直
し

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、
市
長
か
ら
九
つ
の

地
域
協
議
会
に
見
直
し
の
検
討
に
つ
い
て
諮
問

さ
れ
、
３
月
22
日
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

●
９
地
域
の
主
な
見
直
し
内
容

○
上
田
中
央
地
域

　

上
田
市
全
体
の
中
心
地
と
し
て
、
中
心
商
店

街
の
賑に
ぎ

わ
い
の
創
出
、
Ｊ
Ｔ
開
発
地
と
の
融

合
に
よ
る
新
し
い
将
来
像
を
形
作
っ
て
い
く

ほ
か
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
さ
せ
る
。

○
上
田
西
部
地
域

　

自
治
会
、各
種
団
体
と
地
域
協
議
会
の
連
携
、

行
政
と
の
協
働
を
推
進
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
の
整
備
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
。

○
上
田
城
南
地
域

　

改
築
さ
れ
る
城
南
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
活

動
拠
点
と
し
て
活
用
を
図
る
ほ
か
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
が
連
携
し
て
、
互
い
の
顔
が
見

え
る
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
神
科
・
豊
殿
地
域

　

市
民
協
働
に
よ
っ
て
市
民
の
森
な
ど
の
利
用

促
進
を
図
り
、
農
山
村
留
学
や
棚
田
オ
ー

ナ
ー
な
ど
都
市
農
村
交
流
に
も
活
用
で
き
る

機
能
を
目
指
す
。

○
塩
田
地
域

　

完
成
し
た
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
の

複
合
施
設
を
、
地
域
に
密
着
し
た
親
し
み
や

す
い
活
動
拠
点
施
設
と
し
て
有
効
に
活
用
す

る
ほ
か
、声
か
け
運
動
を
し
な
が
ら
、安
心
・

安
全
な
地
域
を
目
指
す
。

○
川
西
地
域

　

地
域
内
で
都
市
と
農
村
と
の
交
流
を
進
め
る

団
体
を
中
心
に
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

も
含
め
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
農
林
業
の

体
験
の
拡
大
に
よ
り
活
性
化
に
取
り
組
む
。

○
丸
子
地
域

　

お
お
む
ね
の
土
地
利
用
計
画
が
決
定
し
た
カ

ネ
ボ
ウ
跡
地
に
つ
い
て
雇
用
と
福
祉
、
賑
わ

い
と
憩
い
の
拠
点
と
し
て
、
各
施
設
の
利
用

者
が
相
互
に
利
用
・
交
流
す
る
こ
と
で
人
々

の
絆
が
深
ま
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

○
真
田
地
域

　

観
光
地
と
し
て
地
域
住
民
自
ら
が
お
も
て
な

し
の
心
を
育
む
活
動
に
取
り
組
む
ほ
か
、
真

田
氏
発
祥
の
地
と
し
て
地
域
の
生
活
・
文
化

に
触
れ
る
参
加
・
体
験
型
の
観
光
を
進
め
る
。

○
武
石
地
域

　

地
域
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
武
石
地
域

全
域
公
園
化
構
想
の
実
現
に
取
り
組
み
、
活

力
あ
る
地
域
を
創
造
す
る
た
め
、
拠
点
施
設

の
整
備
な
ど
推
進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
。

後
期
基
本
計
画
の
こ
れ
か
ら
の
予
定

　

後
期
基
本
計
画
の
中
間
答
申
と
地
域
ま
ち
づ

く
り
方
針
の
答
申
に
つ
い
て
整
合
を
図
る
と
と

も
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、

総
合
計
画
審
議
会
で
検
討
し
、
最
終
答
申
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
答
申

中間答申の内容について
市民の皆さんのご意見を募集します。
募集期限  ５月31日㈫
提出方法  ・郵送　〒386-8601 上田市役所政策企画課宛（住所不要）
 ・FAX　25・4100（政策企画課宛）
 ・Eメール　kikaku@city.ueda.nagano.jp
 ※特定の様式はありませんが簡潔にまとめてください。

中間答申の概要および全編
については、上田市ホーム
ページに掲載します。
また、各地域自治センター、
各公民館でもご覧いただけ
ます。

　 政策企画課　TEL23・5112

11
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こ
れ
か
ら
の

自
治
の
ル
ー
ル
と
な
る
条
例

　

平
成
23
年
３
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
上
田
市
自
治
基
本
条
例
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
20
年
８
月
に
条
例
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
２
年
に
わ
た
る
検

討
・
協
議
を
経
て
ま
と
め
た
報
告
書
に
基
づ

き
、
条
例
の
策
定
に
関
す
る
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
市
議
会
の
意
見
を
尊
重
し
た
上

で
、
市
と
し
て
の
考
え
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
こ
れ
か
ら
の
上
田
市

の
自
治
の
最
高
規
範
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も

の
で
、
こ
の
条
例
を
基
本
と
し
て
、
今
後
の

自
治
や
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

条
例
の
主
な
内
容

◆「
市
民
」を
広
く
と
ら
え

　「
自
治
」と「
ま
ち
づ
く
り
」を
定
義

　

上
田
市
に
居
住
す
る
人
を
は
じ
め
と
し

て
、
本
市
で
働
く
人
や
学
ぶ
人
、
事
業
者
や

自
治
会
、
多
様
な
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
の

皆
さ
ん
に
も
様
々
な
場
面
で
地
域
に
か
か
わ

り
、
本
市
の
自
治
に
参
加
・
参
画
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
の
条
例
で
は「
市
民
」の
定
義
を

広
く
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
治
」と
は
、
自
分
た
ち
が
暮
ら

す
地
域
を
自
分
た
ち
の
意
思
と
責
任
で
治
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」と

は
、
こ
の
上
田
市
を
、
誰
も
が
住
み
続
け
た

い
と
思
う
魅
力
的
な
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め

の
す
べ
て
の
活
動
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

◆
条
例
の
目
的

　

こ
の
条
例
は
、
本
市
の
自
治
の
主
体
と
位

置
付
け
る
市
民
、
市
議
会
、
市
の
３
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
に
従
い
自
治
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
活
力
あ
る
自
立
し

た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
」を
最
終
的

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
自
治
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
掲
げ
る

　
二
つ
の
基
本
理
念

　

本
市
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念
と
し

て
、「
参
加
と
協
働
に
よ
る
自
治
の
推
進
」と
、

地
域
の
個
性
・
特
性
を
尊
重
し
た「
地
域
内

分
権
に
よ
る
地
域
の
自
治
の
推
進
」の
二
つ

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◆
四
つ
の
基
本
原
則

　

基
本
理
念
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
た

め
の
行
動
原
則
と
し
て
、「
人
権
尊
重
の
原

則
」「
参
加
の
原
則
」「
協
働
の
原
則
」「
情
報
共

有
の
原
則
」の
四
つ
を
、
自
治
の
基
本
原
則

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

◆
自
治
の
主
体
で
あ
る
３
者
の
役
割
や

　
責
務
な
ど
を
明
文
化

　

市
の
条
例
と
し
て
初
め
て
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
自
治
の
主
権
者
で
あ
る
市
民
に
つ

い
て
は
、「
市
政
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き

る
」権
利
を
は
じ
め
、
三
つ
の
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

◆「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
位
置
付
け
る

　

任
意
団
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る「
自

治
会
」、
公
益
性
を
有
す
る
活
動
を
行
う
団

体
な
ど
の「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」は
、
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を

有
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
ほ
か
、「
市
民
」に

お
い
て
も
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
行
う

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
守
り
育
て
る
よ
う

努
め
る
」と
す
る
努
力
規
定
を
設
け
て
い
ま

す
。

◆
情
報
共
有
は
参
加
と
協
働
の
第
一
歩

　

市
民
が
市
政
に
参
画
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

前
提
と
し
て
、
市
議
会
ま
た
は
市
、
あ
る
い

は
ま
ち
づ
く
り
の
相
手
と
の
間
で
、
必
要
な

情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
情
報
共
有
は
、
参
加
と
協
働
に
よ
る
自

治
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
、
第
一
歩
と
言

え
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、「
情
報
の
提
供
」と「
情

報
の
公
開
」に
関
し
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

例が制定されました
「参加」と「協働」自治の原動力に
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◆
自
治
の
主
体
で
あ
る
３
者
が

　
発
議
で
き
る
住
民
投
票

　

地
方
自
治
制
度
は
、
間
接
民
主
主
義
に

基
づ
く
市
長
と
市
議
会
に
よ
る
二
元
代
表

制
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
投
票
は

こ
の
制
度
を
補
完
し
、
住
民
の
意
思
を
的

確
に
把
握
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
こ
の

条
例
で
も
、
こ
う
し
た
制
度
の
趣
旨
を
尊

重
し
、住
民
投
票
制
度
を
保
障
す
る
た
め
、

そ
の
実
施
お
よ
び
請
求
に
関
し
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
投
票
は
、
こ
の
条
例
の
基

本
理
念
に
掲
げ
る
と
お
り
、
自
治
の
主
体

で
あ
る
３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
全
う

し
、
様
々
な
論
議
を
経
て
決
定
で
き
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
市
民
、
市
議
会
、
市

長
が
請
求
・
発
議
で
き
る
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

◆
必
要
に
応
じ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

こ
の
条
例
は
、
本
市
の
自
治
の
最
高
規

範
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
社
会
情
勢
や
経
済
状
況
、
国
の
動

向
な
ど
を
注
視
し
、
条
例
の
内
容
が
時
代

に
合
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
常
に
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
諸
々
の
要
件
を
考
え
、
５
年
を

超
え
な
い
期
間
ご
と
に
市
長
が
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

主
権
者
で
あ
る
市
民
の
参
加
が
十
分
に
図

上田市自治基本条
～活力ある　自立した地域社会をつくる～

ら
れ
る
よ
う
、
市
民
の
意
見
を
お
聞
き
す
る

た
め
に
必
要
な
方
法
を
取
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

条
例
の
制
定
と
と
も
に

新
た
な
自
治
・
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
る

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
条
例
の

中
身
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
重

点
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

条
例
は
、
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
出
前
講
座
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　 市民参加・協働推進課　TEL22・4100（内線1354）

「上田市自治基本条例」市民説明会を
開催します
　最寄りの会場にお越しください。
●期日／場所
・５月23日㈪　上田創造館文化ホール
・５月24日㈫　川西地区防災センター（岡公民館）
・５月26日㈭　西部公民館大ホール
・５月30日㈪　上野が丘公民館大ホール
・５月31日㈫　塩田公民館大ホール
・６月１日㈬　中央公民館大会議室
・６月６日㈪　真田中央公民館大ホール
・６月９日㈭　丸子文化会館小ホール
・６月10日㈮　武石公民館ホール
●時間　各会場とも、午後７時～９時
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～地域の医療の再生をめざして～

信州上田医療センター（旧長野病院）に
地域医療教育センターが開設されました

　

全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
、
上
小
地
域
の

医
療
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
中
核
病
院
で
あ
る
信
州
上
田
医
療

セ
ン
タ
ー（
旧
長
野
病
院
）の
分
娩
の
休
止

や
、
夜
間
や
休
日
に
入
院
を
要
す
る
重
症
患

者
を
受
け
入
れ
る
輪
番
病
院
と
し
て
の
機
能

維
持
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
打
開
し
、
地
域
の
医
療
の
再
生
を
図

る
た
め
、現
在
、「
上
小
地
域
医
療
再
生
事
業
」

に
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
再
生
事
業
の
目
標
は
、「
救
急
医
療

と
周
産
期
医
療
の
再
構
築
を
核
と
し
た
上
小

医
療
圏
の
再
生
」を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
４
月
１
日
に「
地
域

医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
医
療
教
育
セ

ン
タ
ー
が
地
域
の
医
療
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

信
州
大
学
附
属
病
院
な
ど

信州上田医療センター
（旧長野病院）

地域医療教育センター

（役割）
●医師供給の仕組みの研究
●信州上田医療センターでの高度医療の
提供

●上小地域における医療に関する症例の
収集や研究

●地域の医療を担う研修医の教育
●がん診療や感染症対策設備の整備

地域医療教育センター事業の仕組み

派遣、審査等の流れ

再生基金、資金等の流れ

研究費審査委員会

●信州上田医療センター院長
●長野県職員
●上田地域広域連合職員
●市町村職員

○平成22～25年
　度まで再生基
　金を交付
　（予算額４億円）

○平成26年度以降
　財政的支援実施
　（内容は今後検討）
○医療体制について
　の普及啓発

◎上田地域広域連合
◎各市町村
　（上田市・東御市・
　長和町・青木村・
　坂城町）

研究費の助成

・指導医の派遣
・後期研修医等の派遣

研究計画・報告

・研究計画の審査
・助成額の決定

長野県

4月１日には、信州上田医療センターで、
地域医療教育センター開設並びに名称
変更記念式が行われた。
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◎
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
と
は

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
的
に
医
師
が
確
保
さ
れ
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
う
し
た

仕
組
み
づ
く
り
や
研
究
を
す
る
機
関
で
あ

り
、
医
師
養
成
機
関
で
あ
る
信
州
大
学
医
学

部
と
連
携
し
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
医
師
や

若
手
の
医
師
の
派
遣
を
受
け
、
信
州
上
田
医

療
セ
ン
タ
ー
で
の
高
度
医
療
の
提
供
や
若
い

研
修
医
に
対
す
る
教
育
な
ど
を
実
践
し
ま

す
。
ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
、

病
院
で
は
が
ん
診
療
の
設
備
整
備
な
ど
の
整

備
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

◎
医
師
が
派
遣
さ
れ
る
仕
組
み
は

　

教
育
セ
ン
タ
ー
が
上
小
地
域
に
お
け
る
医

師
供
給
の
仕
組
み
や
疾
病
予
防
な
ど
の
研
究

を
行
う
た
め
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
信
州
大
学
等
に
対
し
て
研
究
費
を
補
助

し
ま
す
。
信
州
大
学
等
で
は
、
指
導
医
の
後

期
研
修
医
等
を
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
に

派
遣
し
、
病
気
の
症
例
の
収
集
や
分
析
、
地

域
医
療
を
担
う
後
期
研
修
医
等
の
教
育
を
行

い
ま
す
。
こ
う
し
た
医
師
が
信
州
上
田
医
療

セ
ン
タ
ー
で
の
医
療
も
担
い
ま
す
。

◎
上
田
市
と
地
域
医
療

　
教
育
セ
ン
タ
ー
の
関
係

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
信
州
大
学
等

に
対
し
て
行
う
研
究
費
の
補
助
は
、
平
成
25

年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
を
構
成
す
る
上
田

市
、
東
御
市
、
長
和
町
、
青
木
村
、
坂
城
町

で
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
の
効
果
を
十
分

検
証
し
た
上
で
、
平
成
26
年
度
以
降
、
上
小

地
域
の
安
定
的
な
医
療
体
制
が
確
保
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
地
域
全
体
で
財
政
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
医
療

体
制
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
、
病
院
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。

◎
こ
れ
ま
で
の
医
師
の
充
足
状
況
は

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、昨
年
来
、

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
等
で
常
勤
医
師
が

増
員
さ
れ
、
現
在
、
43
人
の
医
師
の
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
医
師
60
人
台

の
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

旧長野病院は、４月１日から信州上田
医療センターと名称変更された。

上田市内科・小児科初期救急センターを
ご利用ください
上田市では、月～土曜日の夜間に、突発的な発熱などの症状で、翌日までがまんできない場
合の内科的な初期治療を行うため、上田市内科・小児科初期救急センターを開設しています。
●診療日　月～土曜日
●休診日　日曜日・祝日、８月14日～16日、12月30日～１月３日
●診療時間　午後８時～11時（10時30分までに電話受付をした方）
●電話相談　午後７時～11時
●場所　信州上田医療センター敷地内
●対象　内科系の初期診療が対象で、すべての年齢の方が受診できます。
●受診の注意　まず電話をしてください（内科TEL21・2280、小児科TEL21・2233）。受診の際は、
　　　　　　　保険証、福祉医療費受給者証（お持ちの方）、お金をお持ちください。
○明日まで待てない内科的な初期治療とは、突発的な発熱、激しい嘔吐や下痢、急な腹痛、
止まらないせきなどです。

　「けがなどの外科的な治療」、「予防接種をしたい」 、「 少し風邪気味」、「薬
がなくなった」などの受診はご遠慮ください。

○耳鼻咽喉科については、電話相談時に受診可能な医療機関を紹介します。
※けがなど外科の治療を必要とする場合や、午後11時以降受診する場合は、
消防署（救急情報ネットワークシステム）に連絡し、診療可能な医療機関
の紹介を受けましょう。

　　中央消防署　TEL26・0119　南部消防署　TEL38・0119　
　　東北消防署　TEL36・0119　川西消防署　TEL31・0119
※けいれんなど激しい症状がある場合は、あわてず救急車を要請しましょう 。

　 健康推進課　TEL28・7123
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情報
三つの森を丸ごと体験
楽しく歩こう！染屋台グリーンベルト

変化を機会に！ドラッカー講演会
今ある変化を機会と捉える

　経済の国際化や大震災などの「変化」や「逆境」に対して、企業・
社会人として今後どう対応すべきか。今話題の経営思想家P. F.
 ドラッカーの提言から「変化を機会と捉える発想法」を学びま
す。企業・病院・学校など、あらゆる組織に活用できる事例を
多数紹介します。

日　時  ５月29日㈰午前９時～午後１時
 （受付開始午前８時40分・小雨決行）
集合場所  中央公民館正面玄関前
コース  中央公民館～「押

おっ

出
た

しの森」～英
はなぶさ

神社～「染屋の
森」～「北沢の森」～上田東公園～常田池～北沢の
森（昼食）～中央公民館（約６㎞）

定　員  50名
参加費  無料
持ち物  飲み物、昼食、雨具
申し込み  ５月25日㈬までに住所、氏名、電話番号を電話

で公園緑地課へ。
　 公園緑地課　TEL23・5134

日　時  ５月24日㈫午後３時～４時30分
場　所  丸子文化会館
講　師  藤田勝利氏（経営コンサルタント・ドラッカー学会員）
参加費  無料
申し込み  前日までに電話で丸子産業観光課へ。
　 産業観光課　TEL42・1047

　初夏の青葉の中を、染屋地区にある三つの森を散策しながら、市街地の貴重な緑の価値を見直します。
親子で参加大歓迎。あわせて「里やま整備ボランティア」の募集も行ないます。
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Pick Up
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

日時/内容  
①６月16日㈭午後６時30分～８時30分／体験活動の意義について（講義）
②７月30日㈯午前８時30分～午後２時／森を感じよう（森の中を散策）
③８月18日㈭午後６時30分～８時30分／応急処置講習
④９月10日㈯午前９時～午後３時／野外活動講習（危険予知訓練､ クラフトなど）
場　所  ①③は、上田市教育委員会第二庁舎

大会議室。②④は、菅平高原地区内
（菅平高原までは、上田市教育委員
会やぐら下庁舎からバスで移動）

講　師  ①②④は、NPO法人やまぼうし自然
学校。③は、日本赤十字社救急法指
導員

対　象  18歳以上で、子どもたちを対象に
した自然体験活動などに関心がある
方

定　員  先着40名（４回とも参加できる方を
優先。団体での申し込み･回毎の参
加も可）

持ち物  １回100円
　 生涯学習課　TEL23・6370

地域青少年育成指導者養成講座
菅平高原で自然を体験

上田子ども劇場第33回地域公演
親子で楽しもう

　毎年、心待ちの地域公演がやってきた！
　親子で、ライブで、楽しみましょう。今年は「ぱぴぷぺぽ
劇場」の公演で、人形劇「のそのそにょろにょろ」と「せりふの
ない人形劇短編集」を上演します。

 子どもたちを対象に行う、自然体験活動などの指導者を養成する講座です。

日時/場所  　
５月21日㈯午後３時30分／浦里小学校体育館
５月22日㈰午後３時／青木小学校体育館（青木村）
５月28日㈯午前10時30分／岩門公民館
　　　　　午後４時30分／丸子文化会館小ホール
５月29日㈰午前10時30分／西部公民館
　　　　　午後４時／川辺町会館
※開場時間は、開演の15分前です。
チケット  一般券1,300円（３歳以上）
 家族券1,000円（大人一人を含む家族３人目から）
 当日券1,500円
　上田子ども劇場　TEL27・4756

ら）目
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
ご
参
加
を

　

毎
年
５
月
30
日
は
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
日

で
す
。
地
区
別
に
日
程
を
分
け
て
、
自
治

会
を
中
心
と
し
た
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
／
地
区　

５
月
８
日
㈰
／
城
下
、

川
辺
・
泉
田
、神
川
、豊
殿
、川
西
地
区
。

５
月
15
日
㈰
／
神
科
、
塩
田
地
区
。
５

月
22
日
㈰
／
東
部
、
南
部
、
中
央
、
北

部
、
西
部
、
塩
尻
地
区
。
５
月
29
日
㈰

／
武
石
地
区
。
真
田
・
丸
子
地
区
は
各

自
治
会
の
指
定
日
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
し
た

　

上
常
田
自
治
会
で
は
、
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金
を

受
け
、
常
田
獅
子
の
面
や
太
鼓
・
提ち
ょ
う

灯ち
ん

な

ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

伝
承
に
励
み
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

個
別
の
運
動
相
談

　

健
康
づ
く
り
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
改
善
な
ど
個
別
の
運
動
相
談

を
行
い
ま
す
。
現
在
治
療
中
の
方
は
主
治

医
と
相
談
の
上
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
３
時（
予
約
制
、
一
人
約
１
時
間
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
運
動
ル
ー
ム

●
対
象　

20
歳
以
上
の
上
田
市
民

●
定
員　

１
日
５
名

●
参
加
費　

無
料

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

ふ
れ
あ
い
看
護

　

看
護
師
や
栄
養
士
が
各
種
測
定
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

５
月
11
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー（
旧

長
野
病
院
）正
面
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

●
内
容　

血
圧
測
定
、
骨
強
度
測
定
、
体

脂
肪
測
定
、栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
。

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
開
館
10
周
年

記
念
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

　

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
た
め
の
活
動
や
情
報
発
信
の
拠
点
で

あ
る
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
の
開
館
10
周
年
を
記

念
し
て
、
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
新
生
上
田
市
５
周
年
記
念
事
業
）

●
日
時　

５
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　

①
宝
の
山
市
／
午
前
10
時
〜
11

時
、
不
用
品
の
バ
ザ
ー
、
食
器
棚
な
ど

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す（
売
上

金
は
義
援
金
と
し
て
被
災
地
へ
送
り
ま

す
）。
②
手
づ
く
り
品
の
展
示
販
売
／

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
③
記
念
行
事

／
午
後
1
時
〜
⑴
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
活
動

報
告
。
⑵
講
演「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

有
効
活
用
〜
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
意

義
〜
」／
藤
原
俊
六
郎
氏（
明
治
大
学
農

学
部
客
員
教
授
）。
入
場
者
に
は
リ
サ

イ
ク
ル
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
⑶

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／
西
内
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
・
上
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
。

　

廃
棄
物
対
策
課　

TEL
22
・
０
６
６
６

上
田
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

ク
ロ
ー
バ
ー
杯
を
開
催

　

上
田
市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
、
お
よ

び
ゴ
ル
フ
の
普
及
を
ね
ら
い
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

●
期
日　

①
７
月
２
日
㈯
、
②
７
月
３
日

㈰
、
③
７
月
４
日
㈪

●
場
所　

①
②
は
、
上
田
丸
子
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
。
③
は
、
上

田
菅
平
高
原
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
。

●
部
門　

一
般
、
シ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
、
レ
デ
ィ
ー
ス

今
月
の
表
紙

　泉田保育園と小泉保育園が統合
し、新しく開園した「泉田保育園」
の入園式が、４月４日に行われま
した。
　今年度は、園児88名でスタート
し、その内の新入園児は、36名で
す。登園した子ども達は、園舎の
入り口で、「おめでとう」と先生に
声をかけられ、新しい名札を付け
てもらい、うれしそうでした。
　入園式会場のリズム室に入場し
た園児は、式の前に緊張をほぐす
手遊びで、手を動かし、少し落ち
着いた様子に。式では元気に「春
がきたんだ」の歌を、みんなで歌
いました。

新しい保育園で入園式

お
知
ら
せ
／
催
し
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●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
男
女

●
定
員　

①
③
は
１
７
０
名
、
②
は

２
０
０
名

●
参
加
費　

一
人
２
０
０
０
円（
別
途
プ

レ
ー
代
、
当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

５
月
９
日
㈪
〜
６
月
17
日

㈮
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
体
育
課
、
ま
た
は
丸
子
総
合
体

育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所

へ（
で
き
る
だ
け
４
人
一
組
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

デ
イ
ジ
ー
の
講
演
会

　

点
字
図
書
館
開
館
55
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
読
み
に
困
難
を
伴
う
方
を
幅
広
く

支
援
す
る
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

（
新
生
上
田
市
５
周
年
記
念
事
業
）

●
日
時　

６
月
３
日
㈮
午
後
1
時
〜
３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
講
演　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
の

概
要
と
将
来
像

●
講
師　

河
村
宏
氏（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
会
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

５
月
25
日
㈬
ま
で
に
点
字

図
書
館
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す

　

お
話
を
楽
し
む
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
大
型
絵
本
な
ど
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
21
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

うめ　エキストラの登録をしてから随分待ったんですよ！
ＦＣ　登録をしても、すぐに映画やドラマに出られるわけではない

んだ。作品によってエキストラがいらない場合や、必要であっ
ても全員が募集の対象になるわけではないんだよ。

うめ　どうやって決まるの？
ＦＣ　監督が撮影するシーンを想定し、どんな人が必要か、ストー

リーにあわせた時代背景や季節設定、ロケ地の広さなどの細
かな条件から決めるんだよ。

うめ　今まで上田でどんな撮影があったの？
ＦＣ　例えば2009年に公開された映画「ゼロの焦点」では、３日間

で延べ500人が動員されたんだ。設定は昭和30年代の冬の
金沢で、撮影は信州大学繊維学部の講堂。その時は時代背景
を踏まえて、茶髪や長髪の男性は不可という条件で募集をか
けたんだよ。

うめ　どんな人でもいいというわけじゃないんですね！
ＦＣ　作品によっては身長や体重まで制限されたり、頭髪を黒く染

めたり、おかっぱ頭になってもらったこともあるよ。
うめ　え～！今日は何も準備してこなかったけど…
ＦＣ　大丈夫（笑）。撮影現場に、衣装やメイク道具などすべて用意

されているからね。面倒なことはなにもないよ。
うめ　とっても気楽だね。安心しました。

　映画のロケが見たいということで、
エキストラ登録を済ませた真田うめ
ちゃん。フィルムコミッション（FC）
の事務局から連絡を受け、さっそく
ロケ地へやって来ました。

うめちゃんが
行く！ ③

シリーズ

　信州上田フィルムコミッション　TEL23･5408

映画のロケが見たい！

フィルムコミッション10周年

映画「嫌われ松子の一生」
塩田中学校ロケにて歌唱指導を受けるエキストラ
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名
所
め
ぐ
り
で

城
下
町
博
士
に
な
ろ
う
！

　

今
年
も
恒
例
の
名
所
め
ぐ
り（
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
）を
開
催
し
ま
す
。
上
田
城
下

町
の
路
地
裏
を
歩
い
て
物
知
り
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
新
し
い
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
後
1
時
〜

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
集
合
・
出
発

　

ゴ
ー
ル
は
上
田
商
工
会
議
所

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
・
城
下
町
活

性
会
へ
。

　

上
田
・
城
下
町
活
性
会（
上
田
商
工

会
議
所
内
）　

TEL
22
・
４
５
０
０

「
幸
せ
の
経
済
学
」上
映
と

み
ん
な
で
ト
ー
ク
＆
カ
フ
ェ

　

本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
、
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
を
上
映
し
、
終
了
後
ゆ
っ
く
り
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
語
ら
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ッ
プ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

塩
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付

で
す
。
経
費
実
費
以
外
は
東
日
本
大
震

災
義
援
金
と
し
ま
す
）

●
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
）

　

蚕
都
く
ら
ぶ
・
ま
〜
ゆ（
竹
内
）

　
　

TEL
０
８
０
・
１
３
４
１
・
４
７
６
４

別
所
線
と
走
ろ
う
歩
こ
う

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

　

別
所
線
に
沿
っ
て
、
上
田
駅
か
ら
別
所

温
泉
駅
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
ま
す
。
震
災
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す（
参
加
費
有
）。

●
日
時　

５
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
集
合
場
所　

ア
リ
オ
上
田（
当
日
参
加

可
）

　

別
所
線
と
走
ろ
う
実
行
委
員
会

　
　

TEL
38
・
３
８
０
２

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
講
座

（
６
〜
10
月
）募
集

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
、
歩
数
計
の
よ

う
な
小
さ
な
測
定
装
置（
熟
大
メ
イ
ト
）を

つ
け
て
、
速
い
歩
き
と
ゆ
っ
く
り
歩
き
を

交
互
に
繰
り
返
す
歩
き
方
で
す
。
一
般
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
短
時
間
で
持
久
力

や
体
力
ア
ッ
プ
の
効
果
が
得
ら
れ
、
ま
た

体
脂
肪
や
血
中
脂
質
な
ど
の
値
の
改
善
も

期
待
で
き
ま
す
。

　
「
体
力
測
定
と
血
液
検
査
、
熟
大
メ
イ

ト
の
使
い
方
」を
次
の
い
ず
れ
か
の
日
程

で
行
い
、
そ
の
後
各
自
で
４
か
月
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
を
実
践
し
、
10
月
に
再
び

体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

①
６
月
６
日
㈪
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
、
②
６
月
８
日
㈬
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
、
③
６
月
13
日
㈪
午
後
６
時

30
分
〜
９
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象　

20
歳
か
ら
お
お
む
ね
69
歳
以
下

の
上
田
市
民
で
①
〜
③
の
日
程
い
ず
れ

か
に
必
ず
参
加
で
き
る
方

●
定
員　

①
〜
③
各
20
名（
応
募
多
数
の

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

せら知お

　イノシシやニホンジカ等の被害を防止
するため、個人などの畑で侵入防止柵を
設置する際に、電気柵やネット等の資材
購入に対して助成しますので、ご活用く
ださい。また、有害鳥獣による農作物被
害でお困りの方、集落ぐるみでの侵入防
止柵設置や緩衝帯整備（やぶの刈払い等）
をお考えの方はご相談ください。
●補助率　10分の３以内（限度額７万円）
　 森林整備課　TEL23･5124
　　 産業観光課　TEL42･1037
　　 産業観光課　TEL72･4330
　　 産業観光課　TEL85･2828

有害鳥獣に対する
侵入防止柵設置に助成します



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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場
合
抽
選
）

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア

ゴ
ル
フ
教
室（
夏
期
）

●
期
日　

６
月
22
日
か
ら
の
毎
週
水
曜
日

（
全
９
回
）

●
場
所　

上
田
太
郎
ゴ
ル
フ
練
習
場

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
、
50

歳
以
上
の
男
性（
学
生
除
く
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

３
６
０
０
円（
教
室
初
日
に

徴
収
、
使
用
料
な
ど
は
別
途
）

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈬
〜
６
月
１
日

㈬
に
、
体
育
課
ま
た
は
、
上
田
城
跡
公

園
体
育
館
、
自
然
運
動
公
園
体
育
館
、

丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域

教
育
事
務
所
へ
。

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
、
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
の
ひ

き
こ
も
り
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
対

応
が
、
本
人
の
回
復
の
一
歩
に
つ
な
が
り

ま
す
。
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
23
日
㈪
午
後
２
時
〜
３
時

30
分（
1
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

講
演「
ひ
き
こ
も
り
と
は
」／
吉

田
朋と
も

孝た
か

氏（
滝
澤
病
院
院
長
）、
交
流
会

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

５
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

「
信
州
上
田
の
偉
人
」講
座

　

上
田
市
出
身
ま
た
は
縁ゆ
か
り

の
人
物
で
、
国

内
や
世
界
で
活
躍
し
た
先
達
者
を
テ
ー
マ

に
、人
物
像
や
業
績
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

５
月
28
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
内
容　

久
米
正
雄「
父
の
死
」よ
り

●
講
師　

土
屋
郁
子
氏（
前
池
波
正
太
郎

真
田
太
平
記
館
館
長
）

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

●
そ
の
他　

駐
車
場
は
上
田
市
役
所
ま
た

は
近
隣
の
民
間
駐
車
場（
有
料
）を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

せら知お

　アリオ上田および上田ケーブルビジョンのご協力により、
アリオ上田に「上田市インフォメーションコーナー」を設置し
ました。上田市の観光パンフレット・マップ、広報うえだ・
市からのお知らせ、そして中心市街地の商店街情報を発信し
ています。また、42型テレビでは、上田市行政チャンネルや
DVDが視聴できます。
　市外から来た方はもちろん、市民の皆さんにも改めて上田
市の観光地情報や、おいしい店舗情報を手に入れていただき、
まち中へお越しいただけるようお待ちしています。
　 商工課　TEL23･5395

アリオ上田に
上田市インフォメーションコーナーを設置
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日
商
簿
記
検
定
３
級

取
得
準
備
講
座

　

簿
記
の
基
礎
を
学
び
、
就
職
、
転
職
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。
11
月
の
試
験
に
向
け

て
学
習
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
21
日
〜
11
月
15
日
の
毎
週

火
曜
日
と
、
８
月
17
日
㈬
、
11
月
18
日

㈮
の
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
。
た

だ
し
、
８
月
９
日
㈫
・
16
日
㈫
は
休
み

（
全
22
回
）

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
会
議
室

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

受
講
料
６
６
０
０
円（
別
途

テ
キ
ス
ト
３
冊
４
５
１
５
円
）

●
申
し
込
み　

５
月
11
日
㈬
〜
６
月
13
日

㈪
に
、受
講
料
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
・

ゆ
う
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
58
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

５
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

　上田市ファミリー・サポート・センターでは、子育てに役立つ講習会を開催する
とともに、会員の募集を行います。電話で申し込みのうえお越しください。
◇講習会開催日と内容

ファミリー・サポート・センター講習会と会員募集

開催日 受付時間 講習時間 内　　　　　容

５月19日
㈭

午後０時30分
　～０時50分

午後１時
　～２時 ファミリー・サポート・センターの説明

午後２時10分
　～３時30分 子どもの遊び

５月20日
㈮

午後１時
　～２時 子どもの食事・健康管理

午後２時10分
　～３時30分 子どもの身体の発達と病気

５月24日
㈫

午後１時
　～２時30分

子どもの心の成長とその背景
保育の心・子どもの世話

午後２時40分
　～３時30分 サブリーダーとの交流

５月25日
㈬

午後１時
　～２時 チャイルドシートの着用

午後２時10分
　～３時30分 子どもの事故と安全対策

●場所　ふれあい福祉センター２階大会議室
●参加費　無料（託児あり・要予約）
●申し込み　電話で上田市ファミリー・サポート・センター本部へ。
◇募集会員
・依頼会員（子育ての援助を受けたい方）
　市内在住または在勤のおおむね生後３か月以上12歳までの子の保護者の方
・提供会員（子育ての援助ができる方）
　市内在住で子どもを自宅で預かれる方・乳幼児や児童の保育に熱意のある方
・両方会員
　依頼会員、提供会員両方に該当する方
●料金　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　　午前７時～午後７時まで１時間600円、これ以外の時間１時間700円
　　　　入会金・年会費無料
●持ち物　入会者（保護者）の顔写真（２×３㎝）２枚・印鑑
　上田市ファミリー・サポート・センター本部　TEL/FAX21･3016
　　丸子支部　TEL43･2566　　真田支部　TEL72･2998　　武石支部　TEL85･2466

集募
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キラリ★輝くこどもたち！

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー（
旧

長
野
病
院
）地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

３
階
講
堂

●
講
演　

こ
こ
ま
で
来
た
！
脳
卒
中
と
脳

腫
瘍
の
治
療

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

デ
コ
弁
で
ゴ
ー

　

託
児
付
の
料
理
教
室
で
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
弁
当
を
作
り
ま
す
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
定
員　

15
名

●
参
加
費　

受
講
料
１
０
０
円
、
材
料
費

７
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

５
月
９
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

地域の皆さんと自然に
包まれて輝く子どもたち

西塩田保育園

　西塩田保育園は塩田地域の西部、独
とっ

鈷
こ

山
さん

の麓にあり、豊かな自然に恵まれています。
昭和50年に旧野倉保育園、平成13年には
旧ふたば保育園を統合し、現在に至ってい
ます。
　園の特色の一つとして、隣接するさくら
国際高校と年間を通して行う温かい交流が
あります。同校の入学式と卒業式では、年
長児が高校生と手をつないで入場し、精一
杯の歌とお祝いの言葉を贈ります。一方、
春と秋の園の運動会では、高校生が素敵な
入場門や応援旗を作るなど準備を手伝って
くれます。そして、綱引き、玉入れ、かけっ
こなどの競技を一緒に楽しみます。また、
同校の授業の一環の交流もあり、年少児や
３歳未満児などの小さい子も触れ合いを楽

しんでいます。園児はお兄さん、お姉さん
と親しみ、高校生は幼い子どもたちの世話
をすることで、お互いに影響し合って成長
しています。
　また、保護者がクラスで絵本を読んでく
れる「親子絵本の会」が月１回あります。「今
日はどんな絵本だろう？」と子どもたちは
毎回楽しみにしています。
　戸外遊びも活発に行っています。子ど
もたちは寒い日も暑い日も庭に出て砂遊
び、縄跳び、鉄棒、鬼ごっこなどをして元
気に遊びます。大きな子どもたちは、ドッ
ジボールもきちんとルールを守りながらで
きます。散歩にもよく出かけます。特に、

「山王山公園」や「夢
の森」は子どもたち
の大好きな場所で
す。時々地域の方が
知らない場所に案内
してくれることもあ
ります。地域の皆さ
んに、いつも温かく
見守られ、大切に育
てられている子ども
たちはとても輝いて
います。

ねらいを定めてぶつけちゃうよ！
みんな大好きドッチボール！！

さくら国際高校のお姉
さんと、どちらが速い
かよーいドン！

＜広告欄＞
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Information A La Carte

家
庭
介
護
教
室
を
開
催

　

家
庭
で
の
介
護
、
認
知
症
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

●
日
時　

５
月
11
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧

長
野
病
院
）地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

３
階
講
堂

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療

連
携
室　

TEL
22
・
１
８
９
０

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会

受
講
者
募
集

●
期
日　

６
月
６
日
〜
７
月
４
日
の
毎
週

月
曜
日（
全
５
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
多
目
的
広
場

（
上
田
城
跡
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
講
習
初
日
に
徴

収
）

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

上
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
（
猪
飼
）　

　
　

TEL
０
９
０
・
９
２
４
４
・
０
２
５
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

初
級
・
中
級
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

●
期
間　

６
月
〜
平
成
24
年
３
月（
前
期
・

後
期
各
10
回
の
年
間
20
回
）

●
場
所　

丸
子
公
民
館

●
コ
ー
ス　

初
級（
初
心
者
対
象
、
日
本

人
講
師
／
月
２
回
程
度
、
金
曜
日
の
午

後
７
時
〜
８
時
）、
中
級（
外
国
人
講
師

／
月
２
回
程
度
、
火
曜
日
の
午
後
７
時

〜
８
時
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

●
定
員　

初
級
、
中
級
と
も
各
先
着
20
名

（
定
員
の
半
分
以
上
に
な
ら
な
い
と
開

講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
受
講
料　

２
万
円（
前
期
・
後
期
各

１
万
円
）

●
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
の
コ
ー
ス
を
電
話
で
、
丸
子
公
民

館
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

市
民
農
園
利
用
者
を

追
加
募
集

　

市
内
の
市
民
農
園
の
空
き
区
画
に
つ
い

て
、
随
時
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
契
約
後
、
直
ち
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
追
加
募
集
地
区　

常
磐
城
、
諏
訪
形
、

神
川
黒
坪

●
申
し
込
み　

電
話
で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

市
民
健
康
体
力
つ
く
り

参
加
者
募
集

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。

●
日
時　

毎
週
木
曜
日（
年
45
回
）午
前
10

時
〜
正
午（
受
付
午
前
９
時
30
分
〜
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
２
体
育
館

●
内
容　

ダ
ン
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓

球
、
太
極
拳
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

腰
痛
健
康
体
操

●
参
加
費　

１
回
２
０
０
円　

年
会
費
１

　

０
０
０
円

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

　

体
育
協
会
事
務
局　

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

第
39
回
東
信
美
術
展

作
品
公
募

　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
の
作
品

を
一
般
公
募
し
ま
す
。

●
作
品
搬
入
日
時　

５
月
13
日
㈮
正
午
〜

午
後
１
時
30
分

※
出
品
規
約
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
展
覧
会
日
時　

５
月
15
日
㈰
〜
22
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

大
人
３
５
０
円
、
学
生
２
０

　

０
円
、
小
・
中
学
生
、
障
が
い
者
、
高

齢
者（
75
歳
以
上
）無
料

　

東
信（
上
小
）美
術
会（
宮
下
）

　
　

TEL
27
・
２
１
３
４

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

仁
古
田
自
治
会
の
南
側
に
位
置
す
る
愛あ
た

宕ご

山や
ま

は
、「
火
伏
せ
の
神

様
」と
い
わ
れ
る
愛
宕
神
社
と
と
も
に
、
里
山
と
し
て
区
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
10
年
前
か
ら
は
、
松
く
い
虫
防
除
対
策
の
樹
種
転

換
事
業
が
実
施
さ
れ
、
数
千
本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
苗
木
を
植
林

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
保
護
組
合
、
氏
子
総
代
の
皆
さ
ん
と

観
賞
用
の
桜
も
数
百
本
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
昨
年
の
春
よ
う
や
く
桜
が
開
花
し
た
。
桜
の
名
勝
地
に
な
る
日

が
楽
し
み
」と
、
経
過
を
話
し
て
く
れ
た
実
行
委
員
会
の
前
委
員
長
・

横
山
勇
徳
さ
ん（
写
真
の
中
央
）。
現
委
員
長
の
増
田
敏
雄
さ
ん（
写

真
の
左
）と
と
も
に
、
一
昨
年
、
自
治
会
内
に
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
「
愛
宕
山
に
は
さ
っ
ぱ
り
人
が
登
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
残
念

だ
っ
た
。
気
軽

に
登
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
遊

歩
道
を
整
備
す

べ
き
と
思
い
、

わ
が
ま
ち
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
応

募
し
た
」と
言
い
ま
す
。

　

昨
年
の
遊
歩
道
整
備

で
は
、
第
六
中
学
校
の

生
徒
が
ふ
る
さ
と
タ
イ

ム
の
時
間
を
使
い
、
山

頂
ま
で
の
距
離
を
計
る

な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、

桜
等
の
植
樹
、
遊
歩
道

や
石
碑
周
辺
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
４
月
８
日
、
愛
宕
神
社
ま
で
登
る
と
、
見
晴
台
か

ら
は
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
た
ん
能
で
き
ま
し
た
。

　

石
碑
の
前
で
、「
今
年
の
元
旦
、
東
塩
田
か
ら
登
っ
た
朝
日
が
石
碑

に
当
た
り
赤
く
映
し
出
さ
れ
た
の
が
神
秘
的
だ
っ
た
。
こ
の
山
を
中

心
に
、
独と
っ

鈷こ

山さ
ん

や
子こ

檀ま

嶺ゆ
み

岳だ
け

等
の
山
頂
が
位
置
し
て
お
り
、
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
か
も
し
れ
な
い
」と
増
田
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
里
山
に
、

愛
宕
山
周
辺
を
整
備
し
て
い
ま
す

仁古田自治会

仁古田自治会の「愛宕山ふれあ
い遊歩道整備事業」は昨年度、
わがまち魅力アップ応援事業の
採択を受けました。今年度は事
業の２年目となり、桜等の植樹、
歩道整備、山頂の御

おん

嶽
たけ

大
だい

権
ごん

現
げん

石
碑付近の整備を行います。
１年目は、150本の桜の植樹、
遊歩道約700ｍを新設し、昨年
９月12日の遊歩道開通イベン
トでは山頂の神楽殿で獅子舞の
奉納を開催しました。誰もが登
りたくなる里山として、愛宕山
を整備していくことで、子ども
から大人まで輪が広がり、自治
会全体の活性化や郷土愛を培っ
てほしいとしています。

横よ
こ

山や
ま

勇い
さ

徳の
り

さ
ん　

増ま
す

田だ

敏と
し

雄お

さ
ん　

内う
ち

久く

根ね

恒ひ
さ
し

さ
ん　

＜広告欄＞

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞
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　４月５日、武石小学校で入学式が行われ
ました。入学式の会場になったのは、この
３月に完成した真新しい体育館です。
　今までは、社会体育施設の武石体育館を
学校の体育館としても共用してきました
が、昨年度新たに小学校専用の体育館が建
設されました。新しい体育館は、鉄骨造２
階建てで、延べ床面積は1,712.33㎡。高い
天井と広々としたアリーナは開放感にあふ
れています。屋根には太陽光パネルが設置
され、体育館入り口のモニターで発電量を
確認することができます。また、災害が発
生した際には、避難施設としても使用され
ることから防災備蓄庫が備えられ、食料や
資機材が保管されます。４月末に外構工事
も完成し、５月６日に完成祝賀式が開催さ
れます。
　入学式では、新入生が新しい体育館に入
場すると、２年生から６年生までのお兄さ
ん、お姉さんが大きな拍手で迎え、１年生
は少し緊張した様子でステージ前に並んで
いました。

新
し
い
体
育
館
で

新
入
生
を
迎
え
る

武
石
小
学
校
体
育
館
完
成

わがまち魅力アップ応援事業実績報告会

　

３
月
18
日
、
丸
子
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
講
堂
で
平
成
22
年
度
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
実
績
報
告
会

が
、
丸
子
地
域
協
議
会
に
あ
わ
せ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
昨
年
度
事
業
補
助

を
受
け
た
12
団
体
が
出
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
な
ど
を
、
地
域

協
議
会
の
委
員
に
説
明
し
た
後
、
委

員
と
団
体
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
地
域
内
の
世
代
を
超
え

た
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
や
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
他
市
の
団
体
と
の
交
流

の
効
果
、
隣
接
す
る
自
治
会
同
士
の
新
た
な
交
流
の
場

が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
委
員
か
ら
、「
地
域
内
に
複
数

あ
る
花
や
桜
を
保
護
す
る
団
体
同
士
が
連
携
し
て
は
ど

う
か
」、「
活
動
内
容
を
も
っ
と
情
報
発
信
し
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
か
ら
は
、「
地

域
協
議
会
で
団
体
の
交
流
会
を
開
催
し
て
も
ら
い
た

い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

地域の個性を磨き上げ
絆
きずな

を深める

このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。
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　澄みきった雲ひとつない青空となった４月
５日、市内小中学校の入学式が行われ、傍陽
小学校では完成間近の新校舎を眺めながら、
真新しいランドセルを背にした新一年生が、
元気に登校しました。
　昨年７月に起工式が行われた校舎改築工事
は終盤を向かえ、これまで建物の周囲を覆っ
ていた工事用の足場などが取り外され、新校
舎の外観がはっきりと見えるようになりまし
た。
　この新校舎に負けず輝く新一年生は、保育
園や幼稚園とは違う雰囲気に、少し緊張した
様子でしたが、入学式会場に入場する時には
６年生に手をつないでもらい安心したようで、
新しい仲間を迎える在校生に笑顔を見せてい
ました。
　５月21日と23日には保護者と児童による新
校舎への引越し作業が予定されています。晴
れていれば、校舎から見えた富士山が、工事
中の新校舎にさえぎられて見えなくなってい
ましたが、新しい教室の窓から、遠く望む富
士山を見つけて、元気な声が聞こえるのも間
もなくです。

傍
陽
小
学
校
入
学
式

富
士
山
が
見
え
る
新
校
舎
が
間
も
な
く
完
成

　

今
年
の
上
田
城
千

本
桜
ま
つ
り
の
開
催

に
あ
た
り
、
ま
つ
り

に
関
連
あ
る
商
品

と
、
食
を
テ
ー
マ
に

中
心
商
店
街
の
活
性

化
を
ね
ら
っ
た
マ
ッ

プ
が
作
ら
れ
、
発
売

や
頒
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
つ
り
に
先
立
ち

３
月
29
日
に
は
、
企

画
し
た
３
団
体
が
母

袋
市
長
に
面
会
し
、

商
品
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。企
画
品
は
、

兜か
ぶ
と

の
角
に
見
立
て
た

エ
ビ
フ
ラ
イ
と
六
文

銭
の
形
に
オ
リ
ー
ブ
を
カ
レ
ー
に
乗
せ
た
㈱
セ
ー
ブ
オ
ン
の「
真
田

幸
村
赤
備
え
カ
レ
ー
」。
上
田
城
や
桜
、
市
内
景
色
の
写
真
を
入
れ
、

大
判
の
珍
し
い
切
手
も
あ
る
、
上
田
郵
便
局
上
田
東
部
会
の「
夢
と

ロ
マ
ン
の
里
信
州
上
田
フ
レ
ー
ム
切
手
」と「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り

フ
レ
ー
ム
切
手
」。
マ
ッ
プ
は
、
信
州
上
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に

よ
る「
信
州
上
田
う
ま
い
も
ん
マ
ッ
プ
千
本
桜
編
」で
、
市
街
地
59
の

飲
食
店
を
紹
介
。
ま
つ
り
期
間
中
に
上
田
城
を
訪
れ
た
人
を
街
な
か

へ
と
誘
導
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　

母
袋
市
長
は
、「
千
本
桜
ま

つ
り
も
８
回
目
を
迎
え
、
皆
さ

ん
の
努
力
で
商
品
開
発
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
素
材
を

生
か
し
て
、
開
発
し
て
い
た
だ

い
た
の
が
何
よ
り
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

上田市とのタイアップ企画商品発売

千本桜まつりから地域振興
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人の動き（平成23年４月１日現在）

　

４
月
に
開
催
さ
れ
た
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
は
、
昨
年
発
足
し
た
市
民

団
体
や
企
業
の
33
団
体
で
構
成
さ
れ
る「
信
州
上
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

の
主
催
に
よ
る
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

実
行
委
員
会
は
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
が
潤

い
元
気
に
な
る
こ
と
を
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
観
光
客
が
も
っ
と

上
田
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
何
を
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
い
い
か
、
会
議

の
中
で
出
た
答
え
が「
食
」で
し
た
。

　

４
月
９
日
・
10
日
に
は
、
千
本
桜
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、
上
田
の
ご

当
地
グ
ル
メ
を
紹
介
す
る「
信
州
上
田
う
ま
い
も
ん
大
集
合
」を
開
催
し
ま

し
た
。市
内
か
ら
13
ブ
ー
ス
が
出
店
し
創
作
さ
れ
た
上
田
な
ら
で
は
の「
う

ま
い
も
ん
」を
低
価
格
で
販
売
し
ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の
来
場
者
が
あ

り
、
完
売
す
る
ブ
ー
ス
が
続
出
す
る
な
ど
食
の
魅
力
を
存
分
に
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
事
業
部
会
の
部
会
長
・
中
澤
信
敏
さ
ん
は
、「
食
を
テ
ー

マ
に
し
た
取
組
み
は
、
観
光
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
成
果
に
つ
な
が
っ
た

と
思
う
。
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
心
を
こ
め
て
創
作
さ
れ
た「
食
」を

集
め
た
う
ま
い
も
ん
マ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
紅
葉
ま
つ
り
で
も
食

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
仕
掛
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
田
の
う
ま
い
も
ん
を
観
光
客
に
伝
え
た
い
!!

提
供
／
信
州
上
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
２
３
平
成
23
年
５
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
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